
編　集　後　記

『臨床心理学部研究報告』第 8集は論文 2篇、資料3篇を掲載することとなり、多くの投稿者ならびに、
査読の労をおとりくださった先生方へ深く感謝申し上げます。
昨今の文部科学省による大学における人文科学系の学部の縮小、統廃合政策は心ある知識人や世論の

大きな反対を受け、修正方向にあるようですが、このような状況であるからこそ、大学が毎年編集発行して
いる紀要が担う役割に今一度、眼を向けることは大きな意味があると思われます。本紀要は臨床心理学部
における論文、研究ノート、報告、資料で構成されており、学校教育、病院、福祉、産業といった現場の
実践および調査研究と大学におけるアカデミズムの相補的な結実が知の力としての発信を担っています。第
8集では柴田先生、大前先生による論文、高石先生、中島先生、三林先生による資料によって構成されており、
各先生方の日頃の実践と研究が見事に融合し、優れた活力として読者の心に深い印象を与えてくれています。
大学における教育が卒業・修了後に即、現場での仕事に実践的に役立つことは望ましいことではありま

すが、人生の様 な々場面では規制のマニュアルやテクニカルな手法では対応しきれないことが山積しており、
それらに遭遇した際に大学で身につけた幅広い一般教養を軸とし、その都度、自らが考え判断することの
できる柔軟性と知力を培う一助となることにこの紀要が貢献できたらと願っております。
引き続き、学部紀要の社会的役割や教育的側面などを鑑み、内容のますますの充実をはかっていきたい

と願っております。
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